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校長通信

中高合同職員会議
5月11日に，本校で与論中学校との合同職員会

議を行いました。

中高合同職員会議

は，連携型中高一貫

教育における特色ある

取組の一つで，両校の

教職員が一堂に会し，

学習指導や生徒指導などの取組について共通理解

を図ることで，中学校と高校双方の教育活動の充実

に資することを目的に，年2回実施するものです。

前半の教科部会では，３月に実施した学力定着度

調査結果の分析に基づく教科指導の在り方や授業

におけるICT活用に係る課題等について協議。後半

の領域部会では，生徒たちがよりよい学校生活を送

る上での情報共有等を行いました。

第２回の会議は11月の実施を予定しています。

上級学校を知る～進路ガイダンス～
5月12日に，大学や専門学校などの担当者を招い

た進路ガイダンスを行いました。

参加した大学・短大・専門学校は，Webによる説明

を含めて全部で21校。生徒たちは，担当者の説明を

真剣に聴くとともに，積極的に質問していました。

生徒のみなさんは，

興味をもったことや疑

問に思ったことなどは

キャリア・パスポートに

書き留め，図書室やイ

ンターネットを活用して考察を続けることが大切です。

対話を通して考える“与論島の未来”
１・2年生が今年度の総合的な探究の時間「ゆん

ぬ」に取り組むにあたって，「探究とは何か」「テーマ

をどのように設定するか」などについて問題意識を高

める探究シンポジウムを5月13日に行いました。

令和元年度から3年間取り組んだ海洋教育の実践

を基に，今年度の探究活動を更に充実させるために

探究テーマを，歴史・文化・社会・産業・自然・科学の

６つの領域に分けるとともに，東京大学大気海洋研究

所の御協力もいただくことで，自然科学分野について

より専門的な内容にも対応できるようになりました。

シンポジウム前半は，地域講師が「課題解決って面

白い！」をテーマに1年生に講義。2年生は地域サポー

ターとWeb参加の東京大学大気海洋研究所を交え，

6つの領域に分かれてワークショップを行いました。

後半は2年生の会

場に１年生が合流して

“ワールド・カフェ”を実

施。「ちょっと先の未来

を考えよう！ 私が願う

未来2030」と題し，領

域別に14テーブルに分かれ，生徒がファシリテーター

になり，15分間×3セッションの対話を行いました。

セッション毎にメンバーが

入れ替わるワールド・カフェ

は，ほとんどの生徒が今回

が初めての体験。キーワー

ドをメモしながら行う対話に

生徒の一人は，「気軽な感じで対話が進められて楽し

かった。またやりたい」と話しました。

シンポジウムの最後に東京大学大気海洋研究所

から，8月上旬に東京大学柏キャンパスで行われるサ

イエンスキャンプに向けた課題の説明もありました。

今回のシンポジウムを機に，一人一人のテーマが

深まり，よりよい探究につながることを期待します。

１年生に学習者用コンピュータ端末を貸与
文部科学省が推進するGIGAスクール構想を受

け，県教育委員会は令和4年度から県立高校の新入

生全員に学習者用コンピュータ端末（キーボード付きタブ

レット端末）を１年間貸与することにしています。

本校は５月中旬に，初期設定を済ま

せたコンピュータ端末をＩＤとともに１年

生全員に配付。取扱い上の注意や操作

等について担当教員が説明しました。

この貸与に合わせ，本校は動画で学

ぶ自主学習用コンテンツも導入しました。今後もICT

を効果的に活用する学習指導を工夫していきます。
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校長講話から 言葉は世界をつくる／創造的緊張／ビジョンをもつ（令和４年５月23日 全校朝礼）

おはようございます。５月13日は探究シンポジウム
を行いました。1・2年生が今年度の探究活動を始め
るに当たって，地域や専門機関の方々に参加していた
だき，多くの刺激をいただきました。
高校の探究では，課題を高校生自身との関わりの

中で考えることが求められます。日常の中にも探究の
片鱗は潜んでいます。まずは，自分や地域のことから
へんりん

社会へと徐々に視野を広げていくとよいでしょう。
一方で，「自分はどのような社会を目指したいの

か」「どのような生き方をしたいのか」といった実現し
たい未来や理想の生き方などから出発してテーマを
見出していくという視点を持つことも大切です。
1961年にアメリカのケネディ大統領は演説で「今

後10年以内に人類を月に着陸させる」という前代未
聞の計画を支援することを表明しました。当時のアメ
リカは宇宙開発に関する技術面でも投資額でもソビ
エト連邦に大きく遅れをとっていたため，人々はこの計
画を無謀なものとして受け止めました。しかし，壮大な
夢が明確に言葉として示されたことで，アメリカの宇
宙開発は一気に加速し，1969年には人類初の月面
着陸が実現しました。
このエピソードを下敷きにして，実現可能性を度外

視した壮大な目標は「ムーンショット目標」と呼ばれま
す。注目すべきなのは「言葉に合わせて現実が変わっ
た」ということです。まだ誰も見たことのない実体のな
い理想の未来を明確に言葉にすることで，現実を理
想に引き寄せていくことができるのだということです。
これに関連して紹介したいのは，コンピュータがま

だ複数の人間で操作する「巨大な機械」だった時代
に「パーソナル・コンピュータ」という言葉を発明し，今
日のタブレットまで見通したアラン・ケイという人です。
アランは1968年に「ダイナブック」という万能な情

報端末の概念を発表します。1972年には「すべての
年齢の子供たちのためのパーソナル・コンピュータ」
というエッセイの中で，互いに通信できるノートサイズ
の端末で遊ぶ二人の子供をイラスト付きで紹介して
います。互いに接続した端末で画面を操作しながら
遊ぶという，今では当たり前の光景も，今から50年前
には多くの人が絵空事だと思うようなものでした。
アランは当時，ダイナブック構想を完全に叶えるこ

とはできませんでしたが，暫定版として「アルト」という
パーソナル・コンピュータを開発します。それがアップ
ル・コンピュータを興した若きスティーブ・ジョブズを刺
激して，やがて世界を席巻する「マッキントシュ」の開
発につながっていきます。
言葉になった当時は絵空事に過ぎないと評された

ものが，時を経て現実のものになるのはなぜか。それ
は，実現したい未来やビジョンを明確に言葉にするか
らこそ，人は努力し，創造性を発揮するからです。
組織学習の第一人者であるピーター・センゲは，創

造的緊張（クリエイティブ・テンション）という概念を説いて

います。人は自らのビジョン（ありたい姿）を明確にして，
そのビジョンと現実との間にある距離を正面から受け
入れたときに初めてそのギャップを埋めようとするモ
チベーションが個人の中に生まれます。つまり，ビジョ
ンと現実との乖離こそが創造的緊張であり，真の創

かい り

造的エネルギーの源になるのです。
センゲは創造的緊張を，両手に輪ゴムを通して上

下に引っ張った状態で説明します。上をビジョン，下を
現実として輪ゴムを引き伸ばせば引っ張り合う力が
生まれます。これがビジョンと現実の間の緊張状態で
す。緊張は常に解消を求めます。この状態が解消され
るには，現実をビジョンに近づけるか，ビジョンを現実
に近づけるかのどちらかしかありません。どちらが起
こるかは，自分がビジョンを保持し続けるかどうかに
よって決まります。
現実がビジョンに近づくと，創造的緊張（輪ゴム）は

緩み，創造的エネルギーは弱まります。探究活動で言
えば，問題について一応の解決策を見い出した状態
です。しかし，一応の解決策には必ず新たな問題や未
解決の問題が含まれます。そこで，その解決に向けて
新たな課題を設定すれば，より高次のビジョンの設定
になります。そうやって創造的緊張を保つことが，生涯
にわたって学び続ける姿勢につながります。
創造的緊張，創造的エネルギーを生み出すビジョ

ンとは，まだ現実にはないけれど，私たちの心の中に
描くことができる未来の姿や憧れです。それは世の中
をいつも通りに眺めていて見えてくるようなものでは
ありません。むしろ，「こんな未来にしたい」という強い
意思の中に見えてくる風景こそがビジョンなのです。
先月の「校長通信」で紹介したように，本校は“ビ

ジョン”を明確に示しました。与論高校がこの地に存
在する意義は，これからの時代に必要とされる学校教
育を通して「地域のよりよい未来づくりに貢献する」
ためであると明言しました。言葉は世界をつくります。
組織の中でどのような言葉が語られるのかが組織の
未来をつくります。だから本校もビジョンを明確にして
全職員で共有することが大切だと考えました。
言葉はみなさん一人一人の生き方にも関わります。

あなたがどのようなビジョンをもち，これからの学びの
中でどのような言葉を語るのか。あなたがどのような
言葉で満ち溢れるのかで，あなたはそういう言葉が
表す人になっていくのです。
だからこそ，みなさんには「自分はどのように生きた

いのか」ということを常に自身に問い続けてほしいの
です。そのためには，いろいろな考え方を知ることが
大切ですが，体験を通して知るには限界があります。
やはり読書が最良の方法です。みなさんも１日に１度
は図書室に足を運んでみてください。
【引用・参考文献】細田高広『未来は言葉でつくられる』2013年，ダイヤモンド社／左宗
邦威『直感と論理をつなぐ思考法』2019年，ダイヤモンド社／ピーター・M・センゲ（枝廣
淳子ほか 訳）『学習する組織』2011年，英治出版／林 伸夫「デジタル維新―英雄たちの心
のうち」https://wisdom.nec.com/ja/innovation/2019062401/index.html（2022年5月2日アクセス）
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